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 企業リレー［　　　　　］毎号表紙を飾っていただくの
は各企業の社員さんです。

当
社
は
昭
和
４
年
に
長
谷
川
タ
イ
ヤ
商
工
と
い
う
名
称
で
、

当
初
は
日
東
タ
イ
ヤ
の
販
売
店
と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
の
製
品
販
売
を
行
う
よ
う
に

な
り
、
昭
和
36
年
に
は
長
谷
川
タ
イ
ヤ
興
産
株
式
会
社
と
し

て
新
た
に
法
人
を
設
立
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

過
去
に
は
栗
原
市
築
館
に
、
更
生
タ
イ
ヤ
と
い
う
、
一
度

使
用
し
た
タ
イ
ヤ
に
溝
を
張
り
付
け
て
も
う
一
度
新
品
時
と

同
様
に
使
用
で
き
る
状
態
に
加
工
し
た
商
品
の
製
造
工
場
も

あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
46
年
に
当
社
の
更
生
タ
イ
ヤ
の
製
造

は
廃
止
し
、
現
在
で
は
栗
原
市
築
館
伊
豆
に
あ
る
ミ
ス
タ
ー

タ
イ
ヤ
マ
ン
築
館
と
、
栗
原
市
志
波
姫
堀
口
源
光
に
あ
る
長

谷
川
タ
イ
ヤ
ト
ラ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
２
店
舗
に
て
、
タ
イ
ヤ

の
販
売
、
交
換
作
業
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
等
自
動
車
関

連
用
品
の
販
売
取
付
を
主
と
し
て
営
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

取
り
扱
い
メ
ー
カ
ー
は
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
を
は
じ
め

と
し
、
ヨ
コ
ハ
マ
タ
イ
ヤ
や
ダ
ン
ロ
ッ
プ
タ
イ
ヤ
等
の
国
産

メ
ー
カ
ー
の
ほ
か
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
海
外
メ
ー
カ
ー
の
タ

イ
ヤ
も
取
り
扱
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
ミ
ス
タ
ー
タ
イ
ヤ
マ
ン
築
館
で
は
、
毎
週
土
曜
、
日

曜
に
オ
イ
ル
交
換
イ
ベ
ン
ト
「
オ
イ
ル
の
日
」
を
開
催
し
て

お
り
、
ガ
ソ
リ
ン
車
限
定
で
す
が
オ
イ
ル
の
使
用
量
は
関
係

な
く
、
軽
自
動
車
１
，
５
０
０
円
、
普
通
車
２
，
０
０
０
円

の
一
律
の
金
額
で
オ
イ
ル
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

長
谷
川
タ
イ
ヤ
ト
ラ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
型
車
の
ほ

か
に
も
農
業
用
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
荷
車
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
ー
、
グ
レ
ー
ダ
ー
な
ど
重
機
関
係
の
タ
イ
ヤ
交
換
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
き
っ

か
け
に
、
春
や
冬
の
タ
イ
ヤ
交
換
時
期
に
、
で
き
る
限
り
お

客
様
の
待
ち
時
間
や
混
雑
を
無
く
せ
る
よ
う
両
店
舗
と
も
に

予
約
制
で
の
交
換
作
業
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

タ
イ
ヤ
と
い
う
商
品
は
、
自
動
車
部
品
の
中
で
唯
一
路
面

と
接
し
て
い
る
自
動
車
部
品
の
中
で
も
非
常
に
重
要
な
部
品

に
な
り
ま
す
の
で
、
安
心
、
安
全
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
常
に

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
誠
心
誠
意
ご
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
タ
イ
ヤ
と
い
う
商
品
を
通
し
て
、
地
域
の
み
な

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

長
谷
川
タ
イ
ヤ
興
産
株
式
会
社

「
令
和
６
年
度
税
制
改
正
へ
提
言
！
」
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私
た
ち
法
人
会
は
、
令
和

６
年
度
税
制
改
正
で
実
現
を

望
む
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

法
人
会
が
戦
後
の
自
主
申

告
納
税
制
度
が
導
入
さ
れ
た

の
を
契
機
に
、
税
知
識
の
普

及
と
納
税
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
企
業
経
営

者
の
自
発
的
な
声
を
基
に
法

人
会
の
誕
生
を
見
て
い
ま
す
。

以
来
60
有
余
年
に
わ
た
り
、

毎
年
欠
か
さ
ず
、
私
た
ち
中

小
企
業
の
声
を
全
国
か
ら
集

約
し
、
政
府
は
じ
め
関
係
諸

官
庁
に
税
制
改
正
へ
の
提
言

を
続
け
、
こ
れ
ま
で
多
く
が

実
現
を
み
て
き
て
い
ま
す
。

　

提
言
の
冒
頭
で
、
我
が
国

の
地
方
を
含
め
た
長
期
債
務

残
高
は
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
２
・
２
倍
以
上
に
ま
で
膨

ら
み
続
け
、
世
界
で
突
出
し

た
状
況
に
あ
り
、
我
が
国
の

将
来
を
制
約
す
る
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
政

権
が
「
新
し
い
資
本
主
義
」

の
中
で
「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

未
来
へ
の
投
資
は
重
要
で
あ

る
と
理
解
す
る
も
の
の
、
そ

の
財
源
に
つ
い
て
は
歳
出
改

革
で
行
お
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て

は
先
送
り
と
い
う
残
念
な
状

況
で
す
。

　

ま
た
、
国
家
の
根
幹
で
あ

る
防
衛
力
を
担
う
に
足
る
安

定
財
源
も
定
ま
っ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
歳
出
あ

り
き
の
先
行
論
で
財
源
論
を

置
き
去
り
に
し
て
い
る
実
情

は
、
財
政
規
律
を
決
定
的
に

棄
損
さ
せ
か
ね
な
い
も
の
と

憂
慮
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
会
は
、
負
担
を
曖
昧

に
し
て
歳
出
を
先
行
実
施
す

る
財
政
運
営
を
是
正
す
る
上

で
、
米
国
が
採
用
す
る
新
し

い
政
策
と
し
て
歳
出
削
減
で

財
源
を
捻
出
す
る
か
、
そ
れ

が
で
き
な
け
れ
ば
増
税
で
財

源
を
確
保
す
る
と
い
う
仕
組

み
の
「
ペ
イ
ア
ズ
ユ
ー
ゴ
ー

原
則
」
が
有
効
だ
と
提
唱
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
２
０
２
５
年
度

の
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）
黒
字

化
目
標
を
確
実
に
達
成
す
る

と
と
も
に
、
財
政
健
全
化
の

議
論
も
並
行
し
て
議
論
を
開

始
す
る
必
要
が
あ
る
と
救
国

的
姿
勢
で
迫
っ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
２
年
以
上
に
わ
た

る
コ
ロ
ナ
対
策
で
財
政
出
動

し
た
財
源
の
借
金
返
済
に
つ

い
て
、
先
進
国
の
多
く
が
債

務
返
済
計
画
と
と
も
に
実
行

に
移
し
て
い
る
よ
う
に
、
我

が
国
も
早
急
に
具
体
的
方
策

を
策
定
し
て
実
行
に
取
り
組

め
と
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
法
人
会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
昨
年
度
来
、
将
来
世

代
に
ツ
ケ
を
回
さ
ず
に
、
政

府
保
有
株
式
売
却
や
東
日
本

大
震
災
で
の
復
興
計
画
に
用

い
ら
れ
た
よ
う
に
税
な
ど
を

財
源
と
し
た
解
決
策
が
望
ま

し
い
と
し
た
う
え
で
、
現
世

代
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
給
付
」を
拡
大
さ

せ
、
そ
れ
に
見
合
う「
負
担
」

を
回
避
し
て
き
た
結
果
、
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
も

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

解
決
の
た
め
に
、
我
が
国
本

来
の「
中
福
祉
・
中
負
担
」の
均

衡
構
造
に
改
革
に
速
や
か
に

取
り
組
み
、
最
速
の
ス
ピ
ー

ド
で
進
む
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
、
財
政
健
全
化
を
目

指
す
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
財
政
健
全
化
の

上
か
ら
も
徹
底
し
た
行
政
改

革
も
不
可
欠
で
、
国
や
地
方

財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
。

負
担
を
先
送
り
せ
ず

　
現
世
代
で
解
決
を
！

法
人
会

令
和
６
年
度
税
制
改
正
へ
提
言
！

令和６年度
税制改正に関するスローガン

（総論）
・財政健全化は国家的課題。

負担を先送りせず現世代で解決を！

・企業への過度な保険料負担を抑制し、
　　経済成長を阻害しない

社会保障制度の確立を！

・経済再生には中小企業の力が不可欠。
　　健全な経営に取り組む企業に

実効性ある支援を！

・中小企業は地域経済と雇用の担い手。
本格的な事業承継税制の創設を！

法人ニュース

2023/11/01：02vol．132

栗原法人会のホームページでは、各種
講習会・研修会・オンデマンドセミナー・
税に関する情報等がご覧頂けます！
詳しくはWEBで！ 検索栗原法人会

https://kuri-ho.comURL



　
７
月
の
異
動
で
、
サ
ク
ラ
ン

ボ
の
里
、
山
形
県
の
寒
河
江
税

務
署
か
ら
参
り
ま
し
た
黒
澤
で

す
。
着
任
後
、
管
内
を
ま
わ
り
、

当
地
が
、
悠
久
の
歴
史
や
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
ま

さ
に「
暮
ら
し
た
い
栗
原
」、「
住

み
続
け
た
い
故
郷
」
な
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
白
鳥
会
長
様
を
は
じ
め
栗
原

法
人
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
特
に
、「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

募
集
や
「
租
税
教
室
」
へ
の
講

師
派
遣
、
さ
ら
に
は
栗
原
法
人

会
独
自
の
取
組
と
な
る
「
高
校

生
の
税
の
写
真
展
」
の
開
催
な

ど
、
日
本
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
租
税
教
育
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
大
き
く
変
化
し
、
大
規
模

な
組
織
改
革
も
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
築
館
税
務
署
は
そ
の
渦

の
真
っ
た
だ
中
に
お
り
ま
す
。

本
年
か
ら
、
内
部
事
務
が
仙
台

に
集
中
化
さ
れ
、
職
員
も
18
名

か
ら
13
名
に
減
少
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で

も
引
き
続
き
、
国
税
庁
の
使
命

で
あ
る
「
納
税
者
の
自
発
的
な

納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ

円
滑
に
実
現
す
る
」
た
め
、
納

税
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
引
き

続
き
努
め
る
と
と
も
に
、
適
正

な
申
告
を
行
っ
た
納
税
者
が
不

公
平
感
を
抱
か
な
い
よ
う
、
適

正
・
公
平
な
課
税
・
徴
収
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
先
ほ
ど
も
申
し
ま

し
た
と
お
り
、
職
員
の
減
少
に

よ
り
、
私
ど
も
の
力
だ
け
で
は
、

こ
の
組
織
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
こ
そ
、
税
の
理
解
者
で
あ
り
、

地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
法
人
会
の
皆
様
の
お
力

を
お
借
り
し
、
栗
原
地
区
の
税

務
行
政
の
運
営
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
以

上
の
ご
協
力
を
賜
れ
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
特
に
本
年
、
私
ど
も
が
力
を

入
れ
て
い
る
課
題
は
、
10
月
か

ら
開
始
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
円
滑
な
導
入
と
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大
で

す
。

　
特
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

付
の
割
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
７
年
ま
で
に
40
％
と
す
る

目
標
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
栗
原

法
人
会
の
皆
様
方
の
事
業
活
動

を
通
じ
た
ご
支
援
が
欠
か
せ
な

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
栗
原

法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会

員
企
業
の
ご
繁
栄
、
さ
ら
に
は

役
員
・
従
業
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

就
任
の
ご
挨
拶

築
館
税
務
署
長  

黒
澤
雅
子

の
取
り
組
み
は
遅
々
と
し
て

お
り
、
国
民
の
不
満
と
不
信

感
は
高
ま
っ
て
お
り
、
政
府

と
議
会
は
「
隗
よ
り
始
め

よ
」
の
精
神
で
自
ら
身
を
削

る
な
ど
の
徹
底
し
た
行
政
改

革
に
取
り
組
め
と
強
く
訴
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
や
雇
用

の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業

は
我
が
国
経
済
の
土
台
で
あ

る
と
の
認
識
の
立
場
に
立
ち
、

企
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
体
力
を
奪

わ
れ
、
立
ち
直
れ
な
い
向
き

も
少
な
く
な
い
と
し
た
う
え

で
、
事
業
承
継
や
消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
へ
の

対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
実
情

を
鑑
み
て
、
税
財
政
上
の
キ

メ
細
か
い
支
援
が
必
要
で
あ

る
と
求
め
て
い
ま
す
。

　

責
任
あ
る
態
度
と
良
識
あ

る
姿
勢
で
実
現
を
求
め
て
い

る
法
人
会
の
税
制
提
言
活
動

に
対
し
、
皆
様
の
ご
理
解
ご

支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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国税電子申告・納税システム「 e - T a x 」で
申告・簡単便利な「ダイレクト納付」で納税を！
詳しくはWEBで！



2023.11月号

栗原法人会の活動レポート ❖❖❖❖❖　令和５年７月後半から10月

青年部会定例会（経営セミナー）
場　　所：栗原市築館「市民活動支援センター」
演　　題：「自社の経営改善のヒントを数字から見つけよう」
講　　師：株式会社 坪内経営コンサルタンツ

代表取締役　坪内　啓 氏
参加者数：14名

第10回法人会杯市民健康パークゴルフ大会
場　　所：栗原市一迫「小田ダム湖畔パークゴルフ場」
参加者数：128名（内一般118名）
◆男子
　優　勝　今野富士夫（築館）　準優勝　千葉　利幸（一迫）
　３　位　高橋　祐一（若柳）　４　位　横須賀富男（一迫）
　５　位　高橋　滝男（一迫）
◆女子
　優　勝　高橋八重子（築館）　準優勝　鈴木　文枝（築館）
　３　位　福地　峰子（一迫）　４　位　山下　豊子（瀬峰）
　５　位　田村　英子（志波姫）

租税教室「税金で魅力あるまちづくり」
対　　象：若柳小学校６年生
講　　師：青年部会会計幹事　堀本　教信 氏　他４名
参加児童数：101名

経営セミナー
場　　所：栗原市築館「市民活動支援センター」
演　　題：「利益を確保する、７つの法則」
講　　師：有限会社 まる進

代表取締役　中小企業診断士　渡辺　進也 氏
参加者数：18名

左から白鳥正文会長・黒澤雅子税務署長・三宮参青年部会部会長

審査会の様子

地区懇談会
場　　所：栗原市志波姫「エポカ21」
演 題 ①：「あなたの知らない査察の世界」
講　　師：築館税務署　署長　黒澤　雅子 氏
演 題 ②：「安倍総理・菅総理に見るリーダーシップ」
講　　師：参議院議員　和田　政宗 氏
参加者数：49名（内一般７名）
異業種交流懇談会：28名（内一般４名）

7/28
Fri

10/20
Fri

9/30
Sat

8/2
Wed

10/24
Tue

10/2~6
Mon　Fri

第７回高校生の「税」の写真展開催
場　　所：栗原市築館「栗原市役所１階ロビー」
テ ー マ：「身近な税の使い道」
応 募 数：22作品

　租税教育推進の一環として開催し、多くの方にご来場頂き、審
査にご協力を頂きました。
　審査発表を兼ねて11月１日～17日までイオンスーパーセン
ター栗原志波姫店に作品を展示します。その後も11月末までくり
こま高原駅内（観光案内所・展示スペース）に展示します。

法人ニュース
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財政健全化のための健康経営プロジェクト
「健康経営宣言書」の提出をお願いします！
詳しくはWEBで！


